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かめた。例えば軟鋼にたいしては温度 1 度の変化は音弾性効果にして20MPa 程度の応力に相当することを明らかに
した。また，曲げ応力，はめ込み円板の残留応力および塑性域を有する焼きばめ試料の残留応力を音弾性法で測定す
ると共に歪ゲージ法などの慣用の測定法による結果と比較して良好な結果を得た。これらの測定においては，異方性
の効果を分離するために初期状態の測定も併用しているが，応力分布の対称性や主応力方向があらかじめわかってい
る場合には，残留応力の非破壊測定が可能であることを示している。さらに，塑性変形にともなう集合組織による異
方性の変化を定量的に評価するため， 10%までの圧縮塑性変形を与えた場合についての実験を行い，異方性は弱~，平
面等方性で近似され，塑性ひずみに比例してこれが成長することを明らかにした。また，初期異方性と塑性変形によっ
て成長する平面等方性が合成されて，新たな異方性が形成されることを見いだした口以上のように，本論文は，音弾
性法が残留応力の非破壊評価に利用できることを明らかにし機械部品あるいは機械構造物の安全性の評価に寄与す
るところは大きく博士論文として価値あるものと認める。
